
研修報告書

	所　　属　　介護老人保健施設　南山苑　　職　種　看護　　氏　名  白川　千春

	期　　間　　平成28年9月15日～　平成28年9月16日　（2日間）　

	出張目的    第27回全国老人保健施設大会ｉｎ大阪

	出 張 先    大阪国際会議場他

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）

考察

　今回の研修では、「在宅支援と地域連携」「排泄」の2部門の演題を聞く事ができました。「在宅支援と地域連携」では、家族や本人から在宅復帰や自宅に帰りたいという意欲があった事例の中で、在宅復帰へ向けた支援から在宅復帰までの取り組みを行っている演題が多く発表されていました。発表を聞く事で、在宅復帰に繋がる事例は、やはり家族が本人を家で看たいという強い気持ちを持っているかが大きく関わっていると感じ、施設としては、家族や本人から在宅復帰という要望があった際に、家族のニーズや本人の状態に応じた取り組みが出来なければ在宅復帰は難しいと感じました。

又、老健施設は中間施設として在宅復帰支援が求められているが、医療依存度の高い方や医療面のリスクがある方の入所やショートステイへの対応も求められている事例に対して、多職種との連携の重要性と在宅復帰以外にも老健施設の役割がある事について学ぶことが出来ました。

「排泄」では高齢者や多剤服用者は便秘になり易く、便秘薬を使用している事が多く、排便コントロールに対する取り組みは当施設でも必要があり発表を聞く事が出来ました。現在、当苑でも便秘薬の使用が年々、増加傾向にあり、便秘薬だけに頼らない取り組みを当施設でも整備していく必要があるのではないかと感じました。


＜在宅支援と地域連携＞

1 老々介護でも在宅復帰はかなう～かぞくの熱意に答えた取り組み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　埼玉県　介護老人保健施設　春日部ロイヤルセンター

内容

施設として、在宅復帰を考えていなかった介護必要度の高い利用者を、高齢の夫が在宅復帰を強く希望したため、在宅復帰へ向けた支援から在宅復帰まで取り組んだ事例の報告。
介護指導を行うに当たって夫の体力でできることに着眼し、妻の訴えを何でもかなえてあげたいと思って無茶をしてしまいがちな性格をふまえ指導を行い、介護指導後は夫の危険行動が減少し、高齢の夫が介護を行う場合には、自分で状況判断したり、応用するのではなく、ルールやパターンを忠実に守ってもらうことで危険を回避できるのではないかと考える。

介護指導を行い、居宅サービスを整える事で在宅復帰をすることができ、入所当初は理解力の乏しい夫が在宅介護を行うことは難しいと考えていたが、介護指導を実施していくことで、無理に技術を引き上げるのではなく、家族に合わせた指導を行うことが必要で、足りない部分は在宅系のサービスを利用したりしながら補うことで在宅生活が送れるのではないかと考えるようになり、職員の意識の変化がみられた。
今後も、介護必要度の高い利用者が入所して来ることが考えられるが、初めから施設を目指すのではなく、在宅復帰できる可能性を探りながら支援を行うことが必要だと感じる事例。
2 医療依存度の高い高齢者の在宅支援を考える　腹膜透析患者のショートステイを受け入れて

茨城県　介護老人保健施設　はあとぴあ

内容
近年、病院での在院日数の短縮等で医療依存度の高い人も在宅へ戻り老老介護を余儀なくされる現状があり、85歳で腹膜透析（1日2回）を導入し在宅に帰られ、89歳の夫が主介護者という夫婦のみ世帯の為、出来る限り在宅で支援していく為に、介護者のレスパイト目的でショートステイを受け入れる事となった事例。施設では腹膜透析の利用者は初めての受け入れであったが、体勢を整え1年半近くの期間ショートステイを利用しながらその人らしい最後を迎える事が出来、この事例を通し、老健施設では無理と諦めるのではなく、どうすれば支援できるかを考え、老健施設だからこそＱＯＬが向上出来、医療依存度の高い高齢者でも、下記内容を準備・対応を取れれば、受け入れる事は可能である。
<体制>

1、ミッションを掲げ器材の整備や療養環境の整備・勤務体制を整え、職員の意識が変わり医療依存度の高い人を受け入れる事が出来た。

2、経験のない介護・看護技術でも事前に勉強会を開催した事で、知識の共有・技術の習得ができ職員の不安軽減に繋がった。

3、アクシデント時等の緊急時の連絡シートの作成や急変時の対応マニュアルを作成した事で安心して対応出来た。

4、医療依存度が高い人でも顔の見える連携やバックアップ体制が整っている事で安心かつ積極的に受け入れる事が出来た。

5、老健施設でのショートステイは、医療依存度の高い高齢者の在宅を継続する介護者・家族のレスパイトケアに有効であった。

6、ショートステイによりＡＤＬがＵＰ出来た。また、家族の言葉からＭ氏のＱОＬが向上したのではないかと考える。これ
は主観でしかない為、ＱОＬを客観的に評価出来ることが今後の課題である。
＜排泄＞

1 食物繊維・水分摂取促しによる排便コントロール　便秘薬減量を目指して

千葉県　介護老人保健施設　シルバーケア常磐平

内容

高齢者は便秘になりやすく、入所者98名中約半数の48名が定期的に便秘薬を内服しおり、また、多くの疾患を抱
え、それに伴う内服薬の量も多く、服薬することに大変苦労し、水分摂取は口渇感の低下により、嫌がられる利用者も多く、水分摂取にも大変苦労している利用者も多くみうけられる。
便秘薬は身体への負担も多く、ストレスを感じる利用者も多い。そこで、苦痛や負担がなく身体に悪影響のない排便コントロールの方法を検討した結果、薬ではないインド産のグアー豆という豆科植物からできている、食物繊維のサンファイバーに注目した。サンファイバーのガラクトマンナンは水に溶ける食物繊維でお茶や、味噌汁、スープなどに溶かしても味がかわらない食物繊維であったため、サンファイバーを毎食の食事の味噌汁、または、お茶に混ぜ1日18gを目標に摂取して頂いた。水分量は1日1000mlを目標に水分摂取を促した。
飲水量の増量と食物繊維摂取により排便回数の増加がみられ、成果を得ることができたが、実施期間が短期間だったためか、完全には便秘薬減量には至っていないが、このまま継続することにより、便秘薬減量につながる手ごたえを得た。そしてなにより、効果として、研究実施以前は毎食時に提供するお茶のみで、1日の水分量として十分足りていると考えていた職員の意識が変わってきたことが挙げられる。

2 当施設における排泄ケアの取り組み　尿路感染症予防を目指して

長崎県　介護老人保健施設　恵仁荘

内容

　
当施設は、毎月10名前後が尿路感染症で治療を受けていた為、看護・介護面から尿路感染症を減らす取り組みとし、陰部洗浄、おむつ着用指導、水分補給といったスタッフの意識付と手技の統一を試みた結果の報告。
利用者141名に対し尿検査を実施し、施設での尿検査基準として、白血球（10個／1視野以上）・細菌（±）以上を細菌尿、発熱を伴う細菌尿を尿路感染としている。取り組み内容として、①統一した手技での陰部洗浄の実施。②効果的なオムツ使用方法の指導。③尿量を増やすため、積極的な水分摂取の促しについて指導や勉強会を実施。。陰部洗浄に関しては、継続が難しかった従来の微温湯と逆性石鹸による洗浄から、洗い流す行為が必要ない保湿剤入りの洗浄液に変更した。オムツ指導は、尿漏れや長時間の濡れオムツの放置が尿路感染症発症のリスクを増大させているという事実から、オムツサイズの選定、効果的な装着方法、マニュアル作りや定期的なカンファレンスによるオムツサイズの確認を行い、更に排泄手段の検討やリハビリパンツへの移行などの評価を行った。また、水分補給は尿量を増
やし膀胱内の細菌を体外に排出する目的と、夏場の脱水予防もかね日中、利用者が気軽に水分を飲める環境作りとし携帯式保温容器（ウォータージャグ）を設置し、一度に飲めない方に対しても少量ずついつでも水分が摂れる環境を提供した事で尿路感染症者の減少に向けて取り組む事が出来た。
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